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勇
ゆ う

気
き

を出
だ

す

今
き ょ

日
う

は初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の発
はっ

表
ぴょう

の日
ひ

です。ブレイ
デンはきんちょうしていました。自

じ

分
ぶん

の
パートは何

なん

度
ど

も練
れん

習
しゅう

してきました。でも，大
おお

勢
ぜい

の人
ひと

の前
まえ

で話
はな

すのがこわいのです。
「今

き ょ う

日は教
きょう

会
かい

に行
い

きたくない！」とブレイデ
ンは言

い

いました。「こわすぎて，自
じ

分
ぶん

のパート
が言

い

えないんだ。」
ママはブレイデンをぎゅっとだきしめまし
た。「教

きょう

会
かい

で話
はな

すのってこわいことがあるわ
ね。でもたくさん練

れん

習
しゅう

してきたでしょう。あ
なたならできるわ。」
「一

いっ

緒
しょ

においのりをしようか？」とパパがた
ずねました。「天

てん

のお父
とう

様
さま

に，勇
ゆう

気
き

が出
だ

せるよ
うに助

たす

けてくださいってお願
ねが

いしよう。」
ブレイデンはうなずきました。
ママとパパとブレイデンはひざまずいて，
うでを組

く

みました。
「愛

あい

する天
てん

のお父
とう

様
さま

」と，ママが
おいのりしました。「ブレイデン
が勇

ゆう

気
き

を出
だ

せるように助
たす

けてく
ださい。自

じ

分
ぶん

のパートを言
い

え
るように助

たす

けてください。」

おいのりをした後
あと

，ブレイデンは車
くるま

に乗
の

り
こみ，みんなで教

きょう

会
かい

に向
む

かいました。
ブレイデンは，ほかの子

こ

供
ども

たちと一
いっ

緒
しょ

に壇
だん

上
じょう

にすわると，こわくなりました。でも，おい
のりしたことを思

おも

い出
だ

しました。すると，少
すこ

し
気
き

持
も

ちが楽
らく

になりました。
もうすぐ，ブレイデンが話

はな

す番
ばん

です。見
み

わた
すと，みんながブレイデンに向

む

かってニコニコ
していました。ママとパパがいます！ ブレイ
デンは深

ふか

く息
いき

をすいこみました。それから，
自
じ

分
ぶん

のパートを大
おお

きな声
こえ

ではっきりと言
い

いま
した。すべての言

こと

葉
ば

を思
おも

い出
だ

せました。

教
きょう

会
かい

機
き

関
かん

誌
し

ローリー・フラー・ソーサ
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）
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教
きょう

会
かい

の後
あと

で，「とてもよくできたわ
ね」とママが言

い

いました。「おいのり
がこたえられたようね。」
ブレイデンはにっこりしました。「天

てん

のお父
とう

様
さま

が助
たす

けてくださったんだ！」
ブレイデンたちは一

いっ

緒
しょ

に車
くるま

にもどり
ました。「どんな気

き

持
も

ちがした？」パ
パがたずねました。
「やっぱりこわかったけど，大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

だったよ」とブレイデンは言
い

いました。
「自

じ

分
ぶん

のパートを言
い

い終
お

わったら，良
よ

い
気
き

持
も

ちがしたよ。」
「その良

よ

い気
き

持
も

ちが何
なん

だか分
わ

かる？」
とママがたずねました。
ブレイデンは少

すこ

し考
かんが

えました。「せ
いれいだと思

おも

う。」
「そうね」とママは言

い

いました。「そ
して，こわかったけれども勇

ゆう

気
き

を出
だ

せ
るように，せいれいが助

たす

けてくださっ
たのね。」●


